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第 47 回春季大会開催案内 日本社会保障法学会事務局長 木下秀雄（大阪市立大学） 

  
日本社会保障法学会第 47 回春季大会が下記の通り開催されます。皆様お誘い合わせの上ご参加

いただきますようお願い申し上げます。 

・日 時：２００５年５月２８日（土） ９：３０～１７：００ 

・会 場：慶應義塾大学三田キャンパス（〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45） 

    大学までの交通、大学内の案内につきましては本会報末尾の地図をご参照ください。 

  総会・シンポジウム会場：西校舎１階 517 番教室 

・お問い合わせ先 Tel：０３－５４２７－１３８３（内藤恵研究室） 

・大会次第（予定：内容等の詳細につきましてはレジュメ集をご覧ください） 

 受付開始･･･････････････････････････････････････････････････････････････････9:00 

開会･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････9:30 

個別報告 

●第一会場（西校舎 1階 517 番教室） 

○烏野 猛（滋賀文化短期大学）･･･････････････････････････････････････････9:30～10:30 

「老親扶養と介護の社会保険化」 

   司会：古橋エツ子（花園学園大学） 

●第二会場（西校舎 2階 528 番教室） 

  ○伊藤周平（鹿児島大学）････････････････････････････････････････････････9:30～10:30 

   「介護保険給付受給権に関する一考察」 

   司会：阿部和光（久留米大学） 

 

共通テーマ・シンポジウム 

「現代のホームレス施策の動向と公的扶助法の課題」 

   司会：笛木俊一（日本福祉大学） 

      大曽根寛（放送大学） 

 

  ○笛木俊一（日本福祉大学）･･････････････････････････････････････････････10:40～10:55 

   「主旨説明」 



  ○尾藤廣喜（鴨川法律事務所・弁護士）･････････････････････････････････････10:55～11:35 

   「ホームレス裁判と公的扶助法の課題」 

○日比野正興（全国公的扶助研究会）･･････････････････････････････････････11:35～12:15 

「ホームレス施策の動向と公的扶助実践の課題―居宅保護」 

 

休憩（昼食）････････････････････････････････････････････････････････････12:15～13:15 

総会･･･････････････････････････････････････････････････････････････････13:15～13:45 

○開催校挨拶･･････････････････････････････････････････････････････････13:45～13:55 

 

共通テーマ・シンポジウム（続き）  

  ○藤田博仁（愛知県立大学）･･････････････････････････････････････････････13:55～14:35 

   「ホームレス施策の現状と課題―自治体における自立支援事業の展開―」 

○田中 彰（高槻温心寮）････････････････････････････････････････････････14:35～15:15 

  「救護施設における自立支援事業の実践と課題―ホームレス問題と救護施設」 

 

  休憩････････････････････････････････････････････････････････････････15:15～15:30 

 

○シンポジウム････････････････････････････････････････････････････････15:30～17:00 

大会終了 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････17:00（予定） 

 
※同封の大会出欠確認はがきに必要事項を記載の上、2005 年 5 月 14 日（土）までにご返送いただけますようお

願いいたします。大会に出席されない方も、必要事項を記入の上、ご返送ください。 
※本大会では、昼食の用意は致しません。会場周辺には昼食を取ることのできる場所がたくさんございますので、

各自昼食をお取り下さいますようお願い致します。 
※本大会では、事務局の都合等により、託児コーナーは設けませんのでご了承ください。 
※本大会では、懇親会は開催致しませんのでご了承ください。 
 

企画委員会からのお知らせ 企画委員長 秋元美世（東洋大学） 

 第 47 回大会では、大会開催案内にありますように、平行して行われる２つの個別報告の後、中

部地区（名古屋）の会員を中心にして、現代のホームレス施策の動向と公的扶助法の課題という

テーマでシンポジウムを開催いたします。生活保護をめぐる問題は、社会保障法の分野でも、今、

とくに注目されている今日的課題の１つです。会員の皆様の積極的な参加を期待しています。 

 また、今秋の第 48 回大会（2005 年 10 月）の共通テーマ・シンポジウムにつきましては、九州

地区の会員を中心にして、「社会保険法理の再検討――社会保険モデルのチェンジング・パターン

の比較分析と規範原理の再検討（仮題）」というテーマで行う予定です。なお個別報告については、

現在募集中です。希望する会員は、奮ってご応募下さい（49 回以降の大会での個別報告の希望で

も構いません）。個別報告を希望する会員は、理事または企画委員にお申し出下さい。また個別報

告をしていただく場合には、本学会の会員を中心に組織された各地の研究会で準備報告をしてい

ただくことになっております。地域的に組織立った研究会がない場合にも、企画委員会から最寄

りの研究会をご紹介しますので、遠慮なくご相談ください。 

 なお、企画委員会では、今後の企画立案に役立てるため、若手学会員（４０歳未満）の文献リ



ストを作成し、会報の紙面を利用して公表しています。2004 年 9 月以降に発表された論文や著書

がありましたら、現物またはコピーを企画委員長宛にお送りください（9 月以前のものでも、前

号の会報で文献リストに掲載されていないもの――ただし、2004 年 1 月以降のもの――であれば

構いませんのでお送り下さい）。なお、お送りいただいた論文や著書の現物およびコピーは返却い

たしません。 

（付記）このたび、本沢会員から企画委員長の職を引き継ぐことになりました。いろいろと至ら

ないところもあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 

理事・監事、代表理事の改選について  選挙管理委員長 水島郁子（大阪大学） 

 第 12 期理事・監事選挙、「推薦理事」の選出結果、ならびに代表理事選挙の結果をご報告いた

します。 

 

（理事選挙） 

・開票場所：大阪市立大学法学部棟９階共同研究室 

・開票日時：2004 年 8 月 23 日 15:00～ 

・有権者総数 543 名、投票者総数 140 名 

・有効投票数 690 票（白票数 16 票）、無効投票数 10 票 

・選挙結果（敬称略） 

   １．木下 秀雄（42 票）  11．阿部 和光（19 票） 

   ２．井上 英夫（39 票）  12．加藤 智章（16 票） 

   ３．河野 正輝（30 票）  13．田村 和之（15 票） 

   ４．岩村 正彦（27 票）  13．藤原 精吾（15 票） 

   ４．菊池 馨実（27 票）  13．本沢巳代子（15 票） 

   ６．西村健一郎（25 票）  16．倉田  聡（14 票） 

   ７．江口 隆裕（22 票）  17．瀧澤 仁唱（12 票） 

   ７．脇田  滋（22 票）  18．秋元 美世（11 票） 

   ９．久塚 純一（21 票）  18．伊藤 周平（11 票） 

   ９．良永彌太郎（21 票）  20．笛木 俊一（10 票） 

                    次点 浅倉むつ子（10 票） 

                     

 ※同点得票の浅倉むつ子会員、笛木俊一会員につきましては、抽選により笛木会員が当選と

なりました。 

 

（監事選挙） 

・開票場所・日時：理事選挙に同じ 

・有権者総数 543 名、投票者総数 140 名 

・有効投票数 276 票（白票数 20 票）、無効投票数 4 票 

・選挙結果（敬称略） 

当選：山田  晋（17 票）、大曽根 寛（11 票） 

次点：古橋エツ子（7票） 

 

  ※秋元美世会員（11 票）、本沢巳代子会員（8 票）、阿部和光会員（7 票）は理事に当選のた

め、大曽根会員が当選、古橋会員が次点となりました。 

 

 



（「推薦理事」の選出） 

2004 年 10 月 23 日開催の理事会（日本大学法学部本館第一会議室、11:35～）において、学会

規約第 8 条 4 項および理事会議事録（「推薦理事の推薦手続き」）に基づき、選挙選出理事による

5 名連記の投票によって 10 名の推薦理事が選出されました。 

・推薦理事選出結果（50音順・敬称略） 
   石橋 敏郎   片桐 由喜   神尾真知子  今野 順夫  品田 充儀 

   西田 和弘   林  弘子   古橋エツ子  水島 郁子  矢嶋 里絵 

 

  ※同日、総会の承認を受けました。 

 

（代表理事選挙） 

・開票場所：大阪市立大学法学部棟９階木下秀雄研究室 

・開票日時：2004 年 11 月 24 日 11:00～ 

・有権者総数 32 名、投票者総数 26 名 

・有効投票数 25 票（白票なし）、無効投票数 1 票 

・選挙結果（敬称略） 

  当選：井上 英夫（15 票）   

次点：西村健一郎、良永彌太郎（3 票） 

 

日本社会保障法学会理事会議事録要旨 日本社会保障法学会事務局 

２００４年度１０月定例理事会：２００４年１０月２２日（金） 
１６：００～１８：００ 場所：日本大学法学部本館第一会議室 
 
協議事項 
 ①第 47 回春季大会の運営について（略） 
 ②第 48 回秋季大会の運営について（略） 
③第 49 回春季大会以降の運営について（略） 

 ④学会誌編集委員会より 
・加藤智章学会誌編集委員長より、学会誌 20 号についての報告 

 ⑤国際交流委員会より 
  ・林弘子会員より、学会パンフレットの英文表紙・学会ロゴについて報告 
 ⑥奨励賞について 

・木下秀雄事務局長より、奨励賞の記念品について報告 
 ⑦日本学術会議関連事項について 
  ・河野正輝会員より、国際会議への派遣についての報告 
 ⑧2004 年度会計中間報告 
  ・脇田滋会員（会計担当）より、2004 年 10 月 13 日までの予算の執行状況についての報告 
 ⑨特別会計について 

・脇田滋会員（会計担当）より、特別会計の現状について報告 
 ⑩第 12 期日本社会保障法学会理事・監事選挙について 
  ・木下秀雄事務局長より、第 12 期理事・監事選挙の結果報告 
⑪入退会者報告（略：入退会者紹介欄をご覧下さい） 

 



２００４年度１２月定例理事会：２００４年１２月１８日（土） 
１６：００～１８：００ 場所：京都大学大学院人間・環境学研究科棟 333 号室 
協議事項 
 ①第 12 期代表理事選挙・企画委員長選挙結果報告 

・木下秀雄事務局長より、代表理事選挙および企画委員長選挙の結果報告 
②第 47 回春季大会の運営について（略） 

 ③第 48 回秋季大会の運営について（略） 
④第 49 回春季大会以降の運営について（略） 

 ⑤学会誌編集委員会より 
・加藤智章会員より、学会誌 20 号についてのタイトルや構成の確認と、学会誌編集委員の選

任および学会誌第 21 号の編集責任の品田会員への一任の申し出がなされ、了承 
 ⑥国際交流委員会より 
  ・林弘子会員より、学会ロゴ・英文パンフレット用表紙の意向投票の結果報告 
 ⑦日本学術会議関連事項について 

・河野正輝会員より、日本学術会議の再編についての報告 
⑧日本学術会議会員候補者に関する情報提供について 
 ・情報提供の対象者として、河野会員、西村会員、林会員、久塚会員、矢嶋会員が了承 

⑨入退会者報告（略：入退会者紹介欄をご覧下さい） 
 

学会誌投稿論文の募集について 企画委員長 秋元美世（東洋大学） 
  学会誌投稿論文（「社会保障法」第２１号掲載予定）を募集しています。奮ってご応募くださ

いますようお願い申し上げます。募集要領は、下記の通りです。 

 

記 

 

１ 学会誌に発表する論文は未発表のものに限ります。 

２ 投稿者は本学会会員に限ります。 

３ 投稿された原稿は、論文審査委員会が内容を考慮して選定した論文審査委員に、氏名を伏し

て審査を委嘱します。その結果に基づき、論文審査委員会が採否を決定します。採用された

原稿の掲載方法等については、編集委員会で決定します。 

４ 採用に当たっては、より一層に内容の充実を図るために、補筆や修正等をお願いすることが

あります。 

５ 原稿の分量は、原則として、１２，０００字（２００字詰め原稿用紙６０枚）以内とします。 

６ 執筆要領は、別にお渡しします。応募ご希望の方は、学会事務局まで請求して下さい。なお、

公正な審査を行うため、執筆者を特定・推定させるような表現はお避け下さい。たとえば、

注の中で投稿者自身の執筆論文・著書を引用する場合には、「拙稿」といった表現は用いず

に、他の執筆者の論文等の引用と同じスタイルで引用して下さい。 

７ 英文タイトルおよび英文要約（２００語以内）を必ずつけてください。 

８ 投稿論文は、コピーを含めて３部提出して下さい。提出された原稿は、採否にかかわらず返

却いたしません。 

９ 締切は２００５年９月３０日（必着）とします。 

10 投稿原稿は、学会事務局気付「論文審査委員会」宛に、簡易書留にてご送付下さい。 

〒５５８－８５８５ 大阪市住吉区杉本３－３－１３８ 大阪市立大学法学部気付 

日本社会保障法学会事務局「論文審査委員会」宛 

 



学会奨励賞候補作品の募集について 企画委員長 秋元美世（東洋大学） 

 
２００５年度（第７回）学会奨励賞候補作品の推薦（自薦も含む）を、下記の要領で募ります。

なお、推薦された候補作品は審査委員会で審査の上、受賞者は秋の総会で表彰いたします。 
 

記 
 
１ 対象作品：２００４年（１月から１２月）に公刊された著書および論文 
２ 著者・筆者の年齢：当該著書・論文公刊時に３５歳以下の会員 
３ 受賞者数：原則として１名 
４ 締切：２００５年５月３１日 
５ 推薦の通知先：〒５５８－８５８５ 

大阪市住吉区杉本３－３－１３８ 大阪市立大学法学部気付 
日本社会保障法学会事務局宛 

 

学会誌編集委員会からのお知らせ 学会誌編集委員長 加藤智章（新潟大学） 

 学会誌20号につきましては、会員の皆様のご協力により、現在（3月18日）のところ、公刊に向

け鋭意努力中です。やや先走ったことですがお礼申し上げます。また、学会誌21号につきまして

も、例年通り、原稿締め切りは12月20日を予定しておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

なお、学会当日の昼食休憩時間を利用して、編集委員会を開催する予定です。編集委員会の委

員におかれましては、具体的な日時等につきましてはメールでお知らせする予定ですのでご承知

おき下さい。 

 

事務局からのお知らせ 日本社会保障法学会事務局 

○次回以降の学会大会について 
第48回秋季大会は、2005年10月15日（土）岡山大学にて開催される予定です。 

 
○学会ホームページ 

日本社会保障法学会では、学会公式ホームページを運営しております。 
URLは、http://wwwsoc.nii.ac.jp/jassl/index.html です。 
ホームページにつきまして、ご意見等ございましたら学会事務局までお知らせ下さい。 
 

○学会誌バックナンバーについて 
学会誌につき、引き続き、皆様所属の図書館やご近所の図書館等で購入希望を出していただけれ

ば幸いです。ご注文につきましては、１号から１２号までは事務局に、１３号以降は法律文化社

営業部（075-702-5830）にお問い合わせください。バックナンバー１号から１２号までの在庫

数は、学会ホームページにてご確認ください。 
 

入退会者紹介  日本社会保障法学会事務局 

・2004 年 10 月 22 日、12 月 18 日の定例理事会で、次の方々の入会が承認されました。 
 （順不同、敬称略） 
 竹尾祥子（竹尾・島田労務管理事務所）、玉川淳（三重大学人文学部）、吉満孝二（鹿児島大学）、



都築光一（岩手県立大学社会福祉学部）、小西康之（明治大学）、橋本勇人（吉備国際大学社会

福祉学部）、井原辰雄（九州大学大学院法学研究院）、藤本健太郎（大分大学教育福祉科学部）、

上原紀美子（久留米大学文学部社会福祉学科）、澤静子（社会保険庁）、河合塁（中央大学大学

院）、芝田之男（北海道大学大学院法学研究科）、東島日出夫（中央大学大学院）、高梨昇三（関

東学園大学法学部）、平崎志穂美（熊本学園大学大学院）、吉原亀久雄（熊本学園大学院）、永井

順子（早稲田大学院） 
 
・2004 年 10 月 22 日、12 月 18 日の定例理事会で、次の方々の退会が報告されました。 
 （順不同、敬称略） 
高橋万由美、平川亮一、宮崎和子、岸井貞男

 


